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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、都市観光マーケティング戦略の策定方法の構築に向け、需要側と供給側の両者の

時間的・空間的スケールに着目し、魅力的で持続的な観光地形成のためのエリアマーケティン

グ・マネジメントアプローチ（以下 AMMA）の実証的検討を行った。その結果、「伊勢観光まち

づくり」を対象としたリサーチの実施とそのデータ解析を通じた方法論的検討および都市観光

マーケティング戦略の策定・評価方法の有効性検証に関する有意義な成果を得た。 

 

研究成果の概要（英文）： 
   The study aims to empirically analyze applicability of the Area Marketing & 
Management Approach (denoted as AMMA) to making a policy decision on formation of 
more attractive tourist areas.  The temporal and spatial scale of both tourism resource 
distribution and tourist excursion behavior patterns is here focused on.  It means that 
both of supply and demand factors determining attractiveness of tourism destination areas 
should be taken into consideration. This report intends to summarize the results obtained 
from these two subjects.  It represents the results of developed marketing method for a 
specific tourist area such as, the surveying as a marketing research, the accessibility 
analysis and modeling of tourist area formation. It also pulls together fact-findings from 
these discussions as well as those from our current studies on the related subjects. 
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１．研究開始当初の背景 

 これまでの国内外の関連研究において，休

日交通として代表的な買物交通と，いわゆる

観光地での観光活動にかかわる観光地交通

とは，各々別途の研究対象としてみなされる

場合が多かった．しかし余暇時間の増大や生

活様式の変化に伴い，これらの交通への社会

的ニーズが高まる中で，両者を包括的に捉え

た交通計画手法の構築のための研究に期待

が寄せられている．この観点は，従来の観光

地交通に関する諸研究の中でも都市型観光

地交通を対象としたケースや都市圏休日 PT

調査のケースの中で議論されてきているが，

体系づけられた検討整理までには至ってい

ない． 

 最近のわが国の休日・観光交通に関する諸

研究の特徴を挙げるとすれば，課題対応型の

調査分析手法の体系化に向けて，より実践的

な取組みがなされている点であろう．申請者

ら(2004)はすでに，その体系づけ作業に着手

し，４つのタイプ（広域周遊観光交通，自然

景勝地型観光地交通，都市圏休日・都市型観

光地交通，休日地区・イベント交通）に分類

して，それぞれについての計画課題とこれら

へ対応するための調査—分析—予測評価の流

れに即した調査手法の検討を土木計画学研

究委員会休日・観光交通研究小委員会を組織

して鋭意進めてきている． この中で，『都市

観光（回遊活動）』は，「都市型観光地交通」

のタイプに属するものとして捉えられてい

る．一般的には両者にとって共通的な計画課

題も多いが，いわゆる観光交通論と観光論と

の相違のように議論の方向性が異なる点も

あり，したがって，両者を包括し、かつ対応

すべき課題に即した新しい接近法（調査分析

手法）の開発が必要である．（西井・近藤他

(2007)参照） 

 また，この着想は，2000 年以降のビジッ

ト・ジャパン(2002)，観光立国推進基本法

(2006)，そして観光圏整備計画(2008)といっ

たグローバル観光戦略および国土形成論の

展開にも対応するものと理解している．とく

に複数の観光地の連携により観光客の来

訪・滞在を促進する観光圏の形成・整備にと

って，都市・地域再生や地域社会の持続的発

展を目指した戦略的展開に重要な役割をも

つことは明らかである． 

 一方，都市（とくに，世帯と従業者の立地

と配置）と交通システムとの関係性の観点か

ら，都市構造に起因する都市経済問題の解決

といった，より広範な計画課題への取組みの

必要性が叫ばれている．人口減少及び生産人

口減少期において，経済的活力向上には，ま

ず顧客対象としての都市圏内および都市圏

内外の交流人口の確保が不可欠となる．また

これら顧客の都市的活動を支える基盤施設

整備を前提として，都市圏での魅力的で活発

な購買・消費活動需要の創出を促す有効な都

市・交通戦略が求められている．そこで本研

究では，都市再生や持続的発展に資する戦略

の対象として「都市観光」に着目している．

上記の研究小委員会活動および都市観光回

遊行動特性に関する基礎分析を踏まえて，都

市圏における休日活動のうちで今後の都市

再生の鍵となる『都市観光』を明示的に取上

げ，より包括的な計画課題への対応とともに，

新規都市観光需要の創出を定量的に把握・評

価するための調査分析手法の開発が最重要



課題であるとの認識から着想するものであ

る． 

 ここで『都市観光』とは，「都市居住者に

あっては日常的生活から離れ、また都市来訪

者にあってはその訪問・滞在を通じて，当該

都市において非日常的な時間・空間を過ごす

（消費する）活動」と定義できる．この非日

常の時間空間は、訪問者にとっての表現であ

り、そこにはそのサービスを提供する日常的

な提供者（別の都市居住者）が存在し、後者

にとっては祭りやイベントを除けば日常の

時間空間なのである．その意味で，都市観光

をどのように捉えるべきかについて，当該都

市への訪問者がどのような非日常的な時間

空間でのサービスを期待しているのかとい

う論点だけでなく，都市観光に関係するサー

ビスを提供（供給）する側（行政や交通事業

者そしてサービス業観光関連事業者）の魅力

的で持続的な受け皿づくりもまた重要な論

点となる．このように都市観光需要は多様な

主体による形成されるが、さらに上述した人

口減少社会の到来を背景として、もはや都

市・交通戦略においては需要を予測するので

はなく、如何に需要を創造できるかが必要で、

そのためにはやはり市場を創造する「マーケ

ティング手法」に依拠することが基本である

と認識したのである． 

 
２．研究の目的 

 本研究では、都市観光におけるマーケティ

ング戦略の策定方法の構築に向けて、需要側

のツーリストの周遊行動パターンと供給側

のツーリズムマーケターが整備対象とする

都市観光資源との両者の時間的・空間的スケ

ールに着目することにより，魅力的で持続的

な観光地（圏域）形成のためのエリアマーケ

ティング・マネジメントアプローチ(Area 

Marketing & Management Approach:以下

AMMA と呼ぶ)の実証的検討を行う．本研究

は、申請者らがこれまで蓄積してきた都市観

光マーケティングの基礎的成果をもとに，観

光地（圏域）としての「都市（圏）」とツー

リストの行動特性の両者の時空間特性に着

目したユニークな接近法の開発とその実践

的展開を目的とする． 

 
３．研究の方法 

 本研究では，以下の都市観光戦略策定法に

関する実践的な課題について，AMMA にもとづ

き実証的に検討することを目的とする．この

検討は 

 [1]AMMA における定量的なマーケティン

グ・リサーチ手法の開発適用 

 [2]魅力ある持続的な観光地形成のための

都市観光マーケティング戦略の体系化検討 

の２つに大別できる．研究期間の初年度にお

いては，主として特徴的な都市観光を対象と

したリサーチの実施とそのデータ解析を通

じた方法論的検討を行い，２年目は調査分析

結果を踏まえながら都市観光マーケティン

グ戦略の策定・評価方法の有効性検証を行う．

最終年度は，２年間の成果を踏まえて関連分

野を包含した体系化の検討とともに，研究成

果のとりまとめを行う． 

 

４．研究成果 

 本研究は，基本的には Urban Tourism 

Marketing のアプローチを土台としている

が、それが主として欧米で開発されたもので

あることから、上記の研究目的を遂行するこ

とにより，まずわが国への適用面での課題の

抽出と改善の方向性を示すことができた．す

なわち，既存の欧米研究[(参考文献):Bonita 

M. Kolb; Tourism Marketing for Cities and 

Towns, Elsevier 2006]のアプローチのプロ

セスとは共通部分は多いものの、都市概念、



地域コミュニティ、観光行動形態、観光目的、

などいわゆるカルチャーの違いによる考え

方の相違がまず克服する必要があった。申請

者らはすでにこの参考文献の訳書（近藤監訳

「都市観光のマーケティング」多賀出

版,2007）をベースとして，実証的な観光マ

ーケティング手法の適用結果を踏まえた対

象都市（エリア）の都市観光政策・戦略につ

いて施策提言・評価したことが本研究の最大

の成果であると考えている．また，本研究は、

これまでの観光地交通や休日・観光交通行動

研究で蓄積された調査分析手法を発展させ，

戦略的都市観光マーケティング戦略の策定

評価法の開発と実践的展開を目指したもの

であり，都市観光における AMMA としての手

法の実証的検討を行う点で独創的であると

ともに，その学術的意義も関連分野を包含す

る体系化検討を試みている点と併せて非常

に意義深い研究であるといえる． 

 また，この観光マーケティング手法の構築

への取組みについても評価できる。というの

は，近年のグローバルな国際観光論や国土形

成論レベルに限らず地域レベルにおいても，

都市・地域再生と地域の持続的発展のために

『都市観光』を軸に据えた都市戦略の展開へ

の期待は大きいからである．そのような都市

にとっては，この提案手法はまさに「バイブ

ル」となり、一方すでに都市観光ブランドの

確立した都市にあっても、この「バイブル」

によって、自市の観光政策や戦略の「再点検」

が可能となる。既存イメージに安住している

観光都市は再考を迫られるところも出てこ

よう。２１世紀は人口減少の中で各都市とも

昼間人口、来訪者増加に期待を寄せるところ

が大であり、この研究からのヒントは政策立

案に大きな貢献をもたらすと考えられる. 
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